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１． プロジェクトの概要 

 

(1)  調査観測の方針と観点 

 

地震調査研究推進本部は、平成16年７月に「今後の重点的な調査観測について（中間報告）」、

平成17年８月に「今後の重点的調査観測について (-活断層で発生する地震及び海溝型地震を

対象とした重点的調査観測、活断層の今後の基盤的調査観測の進め方-) 」を策定し、長期評

価等の結果、強い揺れに見舞われる可能性が相対的に高い地域において、特定の地震を対象

とした重点的な調査観測体制のあり方を示し、以下の３つの目標を提示した。 

 

○ 長期的な地震発生時期及び地震規模の予測精度の向上 

○ 強震動の予測精度の向上 

○ 地殻活動の現状把握を高度化等地震発生前・後の状況把握の３点である。 

 

さらに、これらの報告書では、活断層を対象とした調査観測において、上記の３つの目標

を達成するために、具体的に以下の４項目の観点を設定している。 

 

・地震規模の予測手法の高度化 

・断層帯周辺における地殻活動の現状把握の高度化 

・地震発生時期の予測手法の高度化 

・強震動予測手法の高度化 

 

(2)  調査観測の内容 

 

本重点的調査観測は、この目標・観点に従い、神縄・国府津－松田断層帯（以下、「本

断層帯」）を対象として実施するものである。本断層帯を取り囲む地域は、フィリピン海プ

レートの沈み込みに伴う多重衝突によって、いくつかの断層帯と複雑なブロック的地殻構

造を形成している。本断層帯の活動性を評価するためには、その全体像を明らかにすると

ともに、ひずみ(ひずみ速度)の分配を明らかにしなければならない。特に、相模湾におけ

る本断層帯の海域部及び神縄断層の西側延長部については、その形状や活動履歴に不明な

点が多い。これらの点に留意しつつ、本調査観測では、下記の３つのサブテーマを有機的

に連携させて実施することとする。 

 

○サブテーマ１： 断層帯の三次元的形状・断層帯周辺の地殻構造解明のための調査観測 

海域部の断層形状把握のために制御震源（エアガン）による深部構造探査を行い、フィ

リピン海プレート上面までを含む断層構造のイメージングを図る。本断層帯陸域部の形

状・構造解明については、機動的地震観測・電磁気的探査・構造探査を連携させて実施す

る。機動的地震観測は、三次元的地殻構造の解明に有効であり、電磁気的探査・構造探査

は断層帯の形状及び構造の把握に有効である。本観測では、不明の点が多く残されている

断層北縁部と西方延長部で特に稠密観測等を行い、詳細な構造を求める。 
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なお、このサブテーマで得られた知見は逐次サブテーマ３における強震動予測の高度化

に反映させ、本調査観測全体の進展を図る。 

 

○サブテーマ２： 断層活動履歴や平均変位速度の解明のための調査観測 

変動地形学的アプローチから、本断層帯の活動履歴や平均変位速度の解明を図る。国府

津－松田断層の海域延長部にあたる相模湾沿岸部では、高分解能音波探査、高分解能海底

地形調査およびコアリングを実施し、同断層の浅部形状および完新世の活動状況の解明を

行う。陸域については、変動地形調査とともにボーリング・トレンチ調査等と第四紀年代

学的な手法により、第四紀後期における断層帯の平均変位速度を求める。更に、構造探査

の結果等を加えて、本断層帯を主とする伊豆半島北縁部の活断層の三次元分布形態等を明

らかにし、第四紀後期の塑性的な地殻ひずみ速度の推定を行う。なお、このサブテーマで

得られた知見は逐次サブテーマ３における強震動予測の高度化に反映させ、本調査観測全

体の進展を図る。 

 

○サブテーマ３： 断層帯周辺における地震動予測の高度化のための研究 

サブテーマ(1)および(2)で得られた成果を基に、本断層帯およびその西方延長部におけ

る震源断層モデルおよび地下構造モデルを構築し、断層帯周辺地域における強震動評価の

高精度化を図る。 

 


